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要約
　晩婚傾向と将来の子どもを産み、育てることとの関連を知るために、若い女性の結婚観と将来の母親としての

自己像を調査した。今回の分析対象は未婚め女子大学生554例である。現代女牲の結婚志向は決して低下して

いないが、理想を犠牲にして意志に沿わない結婚をするつもりはなく、これが結果として晩婚傾向に結びつく可

能性があると考えられた。
　将来像を自分が理想とするものと実際になるであろう姿とを尋ねたが・子どもを将来持たないだろうとするも

のは、理想、実際とも10％程度にとどまった。子どもの育児のために仕事をいったん退職し・子育て後再就職

することを考えているものは、理想像より、実際像で多く・子どもと仕事のあいだで・揺れている気持ちが表れ

ている。

　将来の母親像については、自分あ将来なるであろう母親像・なりたいと考える母親像・社会の期待する母親像

を分けて聞いた。因子分析で、将来像では「自己犠牲的養育因子」・「包容的情緒因子」・「意志的行動因子」

が、志向像では「意志的行動因子」、「献身的養育因子」、r包容的情緒因子」が、期待像ではr穏和な情緒性

＋自己犠牲的養育因子」、「明朗な情緒性＋意志的行動因子」、「包容的情緒因子」が、それぞれ、第1ないし

第3 因子として抽出された。これから、母親の特性として「養育性」・・「情緒性」・「行動力」を重視している

ことが明らかになったが｛他方、父親像も母親像と重なる部分が大きく、養育性において、父親役割と母親役割

はあまり区別されていないと思われた。
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i　はじめに

　我が国の出生率の低下は・労働力や老齢者の扶養な

どに関し、将来の不安が指摘されているが、その背景

に最近の晩婚傾向があり、また、非婚傾向の存在も懸

念されているQ

　われわれは第1報において、我が国の非婚・晩婚傾

向に関する最近の諸調査を展望し、その結果、晩婚傾

向が出生率の低下の主要な要棄となら『ていること、晩

婚傾向と配偶者選択の関係、家族像の変貌、ジェンダ

ー・ ールの変化とそれにともなう女性のライフコー

スのシフトなどが浮き彫りにされたD。

　出生率の低下や、あるいは晩婚傾向のみをみれば、

個人個人が自由にライフスタイルを選択できるように

なったと理解できよう。だが、ライフスタイルを自由

に選択する青年達の意識や心のあり様は、その後の人

生における子どもを産み育てること等にどのような影

響を与えるのであろうか。現代の青年達は将来どの様

な子ども観や養育態度を持つのであろうかg

　．次世代の子ども達は、どの様な養育環境におかれよ

うとしているのかを検討することは今日的に意味があ

ろう。

　そこで、今回われわれは、若い女性たちがどのよう

な結婚観を持ち、それが自分たちの将来の母親として

のイメージ・あるいは自分たちの将来の夫の父親とし

てのイメージとどう関わるかを調査した。

　本年は・その一部として・　「結婚とライフコースに

関する調査」、「親イメージに 関する調査」のそれぞ

れの概要を報告する。

ト配布数は581で、学生の専攻は福祉、教育、心理、看

護が85％、その他の社会科学系15％であった。集団調

査法によりその場で回収したので回収率はほぼ100％で

ある。このうち既婚者と30歳以上の者を除き、未婚、

30歳未満の有効回答554について集計分析した。

　［調査対象の概要〕

年齢：20歳未満384（70．6％）、20～24歳154（28．3％）、

25～29歳9（L7％）、無回答7（1．3％）。

きょうだい人数（本人を含む）：1人32（5．8％）、2

人355（644％）、3人141（25．5％）、4人18（3．2％〉、

年人2（0，4％）、無回答6（1．1％）。

両親が結婚した時の年齢：父は34歳以下524（94．6％）、

3．5歳以上　18．（3．2％）、該当なし1（0．2％）、無回

答11（2．0％）、母は29歳以下524（94．6％〉、30

歳以上16（2・9％）・該当なし2（0． 4％）・無回答12
（2、2％）。

母の就業＝一人で暮らせる程度以上の収入のある仕事

についてく記憶では私の子どもの頃、母はそのような

仕事をしていた＞「はい」169（30．％〉 ・「いいえ」3

51（63、4％）・無回答34（6．1％）、く現在、母はその

ような仕事についている＞「はい」161（29．1％）軌
「いも＞え」371（67．0％）・無回答22（4、g％）。

　中学校以降の共学か別学か、現在同居している人、

育った家族の形態については豪1－1～卜3に示したσ

本年度は集計資料から以下の結果について報告する。

1「結婚とライフコース」に関する項目の単純集

　　計結果とクロス集計結果の一部

2「親イメージ」に関する項目の平均得点と因子

　　分析結果

”　目的と方法

III結果
・』若い未婚女性の〈結婚やライフコースに関する考え

1＞とく親イメージ＞を調ぺ、実際の結婚に及ぼす影響、

および親となった時の母子保健へ影響を検討する。

　研究方法は、大学および短期大学に在学中の女子学

生を対象にアンケート調査を行い、回答を分析した。

調査内容はく対象の成育歴＞＜結婚観＞＜人生の生き

方のタイプ〉＜出生率低下、非婚。晩婚傾向に関する意

見＞く母親・父親イメージ＞である。調査票作成当た

って・厚生省人口問題研究所「第10回出生動向基本調査

（独身者調査）」2）を参考にした。

　調査場所は、 東京都、横浜市、相模原市、名古屋市

の短期大学1カ所、大学6カ所の計7カ所。アンケー

　”1－1　結婚とライフコースに関する考え

1　目的

　若い未婚女性の「結婚志向」・「人生の生き方の理

想像と実際像」・「非婚・晩婚傾向に閲するr般論」

についての考えや意識を調査し、非婚・晩婚化傾向に

ある青隼層の意識や態度について分析する。

2　結果

（1）結婚志向について

表1－4〈結婚に閲する考え＞では、㌧r一生結婚する

つもりはない」は7（0，4％）にとどまり、調査対象の
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ほとんどに結婚志向が認められた。しかし、その内訳　ごく僅かであるので、 将来結婚のプレッシャーが高ま

は「理想的な相手が見つかれば結婚するつもり」とい　ったとしても・あくまでマイペースで理想はあぎらめ

う条件つきのものが317（57．2％）と多く、これに比べ　ないという・結果的に晩婚傾向になるであろうことが

「現在相手はいないが、ある程度の年齢までに結婚す　伺える5

るつもり」という適齢期を意識するものは171（30・9％）

と少ない。・妥協せず理想の結婚を追い求める傾向が強

し・と言ーえる。

　表1－5く結婚したい年齢＞は「24歳までに結婚した

い」が90（16．2％〉、「25～29歳までに」が356（64・3

％）と30歳未満までに結婚したいものが計446（80．5

％）を占めた。次いで「年齢は関係ない」62（U。2％）、

r30～34歳まで」は28（5．1％）であった。現在の考え．

としては、30歳以降の晩婚傾向は認められないが・

前項（表1－4〉との関連で推察すれば、理想の結婚を

追い求めた結果の実際の結婚年齢は、より高い方ヘシ

フトすることは予測されよう。

　表1－6〈結婚相手の年齢の希望＞では、「自分より年

上がよい」208（37．5％）が最も多く、次いで「年齢に

はこだわらない」193（34．5％）、「自分と同年齢くら

いがよい」119（2L5％） で、「自分より年下がよい」

は12（2．2％）と一時マスコミで話題となったよ』 』な

「姉さん女房志向」 は認められない。

（2）結婚へのプレッシャーについて

表1－7く友人の多くが結婚し自分だけ結婚していな

い場合、どのように感じると思うか＞では、「すこし

あせりを感じると思う」319（57。6％）が最も多 く、

「あせりを感じると思う」90（16，2％）と「カ、なりあ

せりを感じて、出来ればすぐにでも結婚したいと思う」

23’ 4．2％〉を合わせると、全体の78％があせりを感

じると思っている。

　表1－8く30歳になrうて結婚相手が決まっていない

場合、結婚に対する周りのプレッシャーが高まったら

どうすると思うか＞では、・「そろそろ結婚を考えるだ

ろうがく積極豹行動は起こさず成り行きにまかせるだ

ろうjが335（60．5％）と多く、これに比べ「結婚相手

をみつけるための具体的行動を起こすだろう」は120

（2L7％）と少ない。r理想と多少違っても・妥協し

て結婚することを考えるだろう」は24（4．3％）と僅

かぞある。1

　表1－7、1－8の結果から、将来自分の結婚に対する

プレヅシャーが高まった時、あせったり動揺したりす

るであろうが、』その程度は弱く「結婚相手を見つける

ための具体的行動は起こさない」と考えている者が多

い・ごどが分かった。しかも、「妥協して結婚する」は

（3〉女性の生き方のタイプ「理想と実際」

　表1－9＜女性の生き方のタイプ＞はA欄が「現実

と切り離しあなたが理想どする人生のタイプ」、B欄

が「あなたが実際になりそうな人生のタイプ」を選択

してもらった結果である。

　はじめに両者を概観すると、A：理想に比べB：実

際の方が％が低いものは選択肢1．「結婚も仕事もしな

いぞ、自由に生きたい」　（A理想＝5．2％、B実際 ；0，

9％）と5．「結婚はするが、子どもや仕事のことはその

時の状況次第で、自由に生きたい」（A理想＝24．7％、

B実際：14．4％）のように「自由に生きたい」 を含む

もの、選択肢3．「結婚はするが、子どもを持たずに、

仕事を』生続ける」』（A理想；3．8％、B実際＝215％）、

6「結婚して子どもを持ち、仕事を一生続ける」（A理

想：22．0％、B実際：9』0％）のように「一生仕事を続

けたい」を含むものであり、、 「自由」「仕事を続ける

こと」を望んでいても、実際は理想どおりにいかない

と認識していると考えられる。

　8つの選択肢をく結婚＞＜子ども＞〈仕事＞の項自

別に集計すると、表1－9・下欄のとおりである6

　 r結婚する」・（表9の選択肢翫4，5．6．7．8の合計〉は

A理想が502 （90．6％）、B実際が505（9L2％）とい

ずれも、ほとんどが結婚を人生の選択肢と・して選んで

いる。

　　「子どもを持つか否か」では「持つ」（表9の選択

肢6．7．8の合計）はA理想：340（6L4％）、B実際＝4

10（74．0％）と理想より実際の方が高い％である。

　　「仕事」では、「一生仕事を続ける」一がA理想＝153

　（27．6％）、1B実際：94（17．4％）と理想の方が高く、

結婚や育児にための「就業の中断後、再就職」はA理
想：隻61（29．夏％）、B実際：259（46．8％）、　「退職」

はA理想：57（10．3％〉、B実際：101（18，2％）はそ

れぞれ理想より実際の方が高くなっている。このよう

に「結婚」については、理想、実際ともに90％程度の

高い選択率であるが、仕事と子どもについては理想と

実際でギャップが認められた。以下、このギャップを

詳しく検討していきたい。

　くA｝理想のタイプ＞では選択肢5「結婚はするが、

子どもや仕事のことはその時の状況次第で～自由に生

きたい」24．了％、6「結婚して子どもを持ち・仕事を
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r生続ける」22．0％、・7「結婚して子どもを持つが、

結婚あるいは子育てを機会にいったん退職し、子育て

後再び仕事をする」29・1％と3選択肢に集まり、いず

れも20％台でこの3つの中では分散している。 とこ

ろが、くB　l実際になりそうなタイプ＞では、選択肢

7「結婚して子どもを持つが、結婚あるいは子育てを

機会にいったん退職し、子育て後再び仕事をするJい

わゆるくM字型〉就労を形作るタイプに46・8％と集中

すう。理想は多様性があるが、実際は限られたタイプ7

「結婚・子育て後再就職」に集約されてし ・る。

　理想から実際へいかに移行するかは、図1－1に示

した。実際になりそうなタイプで選択肢7「結婚して

子どもを持つが、結婚あるいは子育てを機会にいった

ん退職し、子育て後再び仕事をする」が多いのは図の

ように、理想の各項目からの移行があるためで、主な

ものを数字で示すと以下の通りである。

理想は6「結婚して子どもを持ち、 仕事を一生続ける」

とし’た亘22名のうち74名（す0．6％）は実際は7．8．へ移行

し、仕事の中断または退職するであろうことを予測し

ている6さらに理想で7「結婚して子どもを持つが、

結婚あるいは子育てを機会にいったん退職し、子育て

後再び仕事をする」を選んだものは、 実際と一致する

7を選んだ38．5％に次いで、8「結婚して子どもを持

つが～結婚あるいは子育てを機会に退戦し、その後は

仕事をしない」への移行が31％も見られた。

　以上から、理想でも実際でも結婚は人生の選択肢に

入っている者が90％以上と多いこと、子どもについて

その時次第としたものも、80％近くが実際は子ど もを

持つと考えていること、仕事については、r一生続け

る」が「子育て後再就職」へ、　「子育て後再就職」が

「結婚子育てで専業主婦」へと理想から実際に多くが

移行することが特徴であると言えよう。

く理想の選択＞→→→→選択肢7への移行例数（％）　　（4）出生率低下や非婚晩婚傾向に関する一般論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1－10及び表H重では、自分の結婚とはやや距離を
5く結婚はするが・子どもや仕事のことはその時の状　置き・一般論として現在の出生率低下や非婚晩婚傾向

況次第で・自由に生きたい＞137→→→75（肌7％）　　に対する考えを設問した結果である。なお、質問紙配

6く結婚して子どもを持ち・仕事を一生続ける＞　　　布時の都合で表1－10の設問5および表1－11の設問10～1

　122→→→→→一》→）》））→・→→62（50，8％）　　2の合計が434となっている。

7＜結婚して子どもを持つが・結婚あるいは子育てを　　表HO「出生率低下に対する考え」では、』1く非婚

機会にいったん退職し・子育て後再び仕事をする＞　　・晩婚によって出生率が下がると、日本の労働力が低

　161曾→ウ→→→ウ→→→→→一致例62（3＆5％）　　下して、経済に悪影響を及ぼす＞に「そう思う」が

8く結婚して子どもを持つが・結婚あるいは子育てに　r少し～非常に」を合わせて402（72．6％）メ 5、く出生
機会に退職し、・その後は仕事をしない＞　　　　　　　率が下がると、老齢人口を支えられなく な多 》に「そ
　　57ン→・→→））→・→・・）→→38（66・7％）　う思う」が「少し～非常に」を合わせて398（マ1・8％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と出生率が下がることを良いとは思っていないも⑳が
　理想で7r結婚して子どもを持つが・結婚あるいは　多い。中でも5く老齢人口を支えられなくなる＞は

子育てを機会にいったん退職し・子育て後再び仕事を　「非常にそう思う」が55．1％と最も多い。また、3〈

する」・を選んだものがそのまま・実際でも7牽選択す　日本の人ロが減っても、 世界的規模で見ればむしろ増
るr致率酵38．5％とそれほど高くなく、理想で7以外　えているので、問題ではない＞にrそうは思わない」3

の5・「結婚はするが・子どもや仕事のことはその時の　15（56・9％）、4く日本は土地が狭いので、・人口は減

状況次第で・・自由に生きたい」・6r結婚して子どもを　った方がよい＞にrそうは思わない」298（5歌8％）と

持ち、仕事を一生続ける」・8r結婚して子どもを持　過半数が否定的である。

？が・ 結婚あるいは子育てに機会に退職し・その後は　　一方、2〈結婚は個人の自由な選択によるものだふ

仕事をしない」を選んでいるものから・実際は7への　ら、国や社会が口を出すぺきではない＞は「少し乍非

移行がそれぞれ50％以上と多いことが分かる。　　　　常に」を合わせて528（95．3％〉とほとんどが「そう思

　次に・選択肢5・6・7・ 8を選んだものの、〈子どもと仕　う」と回答している。

事〉についての考えを検討する。・理想で5「結婚はす　　すなわちl　r出生率低下は社会的に困ることだが、

るが・子どもや仕事のことはその時の状況次第で・自　だからといって、結婚という個人の自由は侵されたく

由に生きたい」とした137名のうち・計108名（78・8％〉ない」と考えているものが多し ・。

は実際は6・7・8へ移行し・子どもを持つと考えている。　表1－11「非婚 ・晩婚が増えた理由に関する考え」
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でな「少し～非常仁」を合わせた「そう思う」の割合　歴＞〈独身生活の楽しみ＞〈住宅や育児環境の整備不

多い順にあげると以下のとおりである。　　　　　　　足＞といういわ翠r社会環境的な理由」が上埣で・若

順位
（設問N　O）　　’　　　　　　　　　　　　　　い世代自体の「対八関係やパーソナリティの変化」は

1（6）女性の高学歴化や、女性に経済力がついたから．

　　　である（93．脳）

2（11）独身生活の方がレジャーを楽しめるからであ

　　　る（91．2％）

3（1）男性と女性それぞれの結婚相手に対する要求の

　　　　ミスマッチのためである（76．0％）

4（12〉結婚しなくても特に非難されないからである

　　　（74．4％）

5（9）往宅や子育てなどの環境が整っていないからで

　　　ある（72．0％〉

6（10）親と一緒に惑らしていて不自由さを感じない

　　からである（66。4％）

7（5〉マザコン、ファザコンの若者がふえたからであ

　　　る（62．1％）

8（4〉男性が性格的に弱くなったからである（6L4％）

9（8）家事代行やコンビニの普及で一人でも生活し

　　ていけるからである（60．8％）

10（を） 異性と知り合うチャンスやゆとりが少ないか

　　　 らである（59．9％）

11（3） 対人関係が苦手な若者がふえたせいである

　　　（50．0％）

12（7〉結婚しなくても、セックスが自由にできるか

　　　らである（48．9％）

　このように用意した設問はほぼすべてを過半数が肯

定しており～いずれも 「非婚・晩婚」の理由として捉

えられていること分かった。

『その中で圧倒的に多いのが1位く女性の高学歴化や、

女性に経済力がついたからである＞93．5％、2位｛独

身生活の方がレジャーを楽しめるからである》91．2％

であるr r特に、前者は「非常にそう思う」38．5％、
「そう恵う」142．6％と、後者の「そう思う」40，8％、

r少しそう思う」3L1％に比べて肯定度が強い。以下、

4位《結婚しなくても特に非難されないからである＞

など上位には「社会環境的な理由」が並んでいる。

　一方、』ド位には12位く対人関係が苦手な若者がふえ

たせいである＞、U位く結婚しなくても、セックスが

自由にできるからである＞など若い世代の「対人関係」

わ8位ヒ男性が性格的に弱くなったからである＞など

r「パーソナリティ」の問題が並んでいる。

　すなわち、いずれの項目も理由として肯定意見が過

半数と多いが、あえて順位をつければ、〈女性の高学

非婚・晩婚の理由としては比較的下位であづた。

　このように「女性の社会酌立場の変化」「住宅や育

児現境など社会環境の整備の必要性」　「独易の利点」

は非婚晩婚傾向の理由として既に指摘されているとお

りである。しかし、これ以外に3位でく男性と女性そ

れぞれの結婚相手に対する要求のミスマッチのため＞

（76％）があげられていること、＜男性が性格的に弱

くなった＞＜マザコン、ブァザコンの若者がふえた＞

のように若者の内面に関わる項目も60％台で肯定され

ていることは特筆すべきであり、若い女牲の結婚志向

を非婚二晩婚傾向に招く原因としてr現在の若い世代

の内面の状況」を更に分析する必要があ為と思われた。

文献

1）宮原　忍他：非婚1・晩婚の母子保健学的研究（第

　　1報）日本総合愛育研究所紀要　．第31集，p．55－

　　68，1995

2）厚生省人口問題硫究所1平成4年独身青年層の結

　　婚観と子供観一第10回串生動向基本調査，1994

　　年4月，厚生統計協会，

腿卜2　母親イメージ及び父親イメージ

1　目的と方法
　未婚女性の母性・父性意識を心理学的な態度・行動

という面で捉え、未婚女性の母親イメージと将来の夫

に望む父親イメージを探る目的で、次のような調査を

実施した。

　調査は、親の役割に対する態度・行動の要因を形成

すると言われている母親及び父親イメージについて3

0項目を作成し、各項目について〔①非常にそうは思

わないから⑦非常にそう思う｝までの7段階スケール

で質問した。

［調査内容について］

　下記に調査内容の概要について記す。

＊親特性を見る尺度としての30項目は、下記あ研究

　を参考に作成した。　（表2－1）を参照。

　なお、この質問項目は分担研究者千賀が1992年r子

　育てと仕事の両立を図るための母性乙父性の役割珊

　究」Dにおいて作成したものである。

今回はこの前研究との比較検討の意味もあり、同項目を
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採用した曾項目内容及び配列も前研究と同じである。

＊質問項目作成に際して参照した文献

　①山ロ素子2＞3》の研究

②COO隠P・・4）のFeminitlt箔醒asculin1駅度

　③河合隼雄5）の母性原理・父性原理を構成する特性

　④E，恥mの交流分析に用いられている父窺特性

　　・母親特性・成人特性（成熟性、理性、客観挫、

　　論理性等）そして子どもの雛（従順綬尋瘍

　　の態度や、感情の豊かな自由で能動的な態度〉を

　 みる質問項目。

＊3つ卯母親イメージと父親イメージ1；ついて

　＃［将辛の母親イメージ］一将来、、あなたはどの様

　　な母親になると尽いますかと、自分がなりそう

　　な・予想される母親イメージについて。

　　以下、　（将来像）と記す。

　＃〔志向する母親イメージ1一将来、あなたはどの

　　様な母親になりたいですかと、志向・理想とす

　　る母親イメージについてo以下、 （志向像）。

井［社会が期待する母親イメージ〕斎白本の社会で

　　はどのような母親を期待していると思いますか

　　ζ、 社会が期待する母親イメー、ジ摂ついて。

　　以下、　（期待像）。

＊父親イメージについて

　　〔あなたが望む父親イメージ］一将来の伴侶（夫）

　　にξのような父親にな？てもらいたいかと、上
　　記と同項目の質問。』一

、榛討及び考察は以下の串うに行った。

＊　各母親イメ・一ジの特徴を宰均得点より検討

’＊　各母親イメージ間の相蘭

＊　各母親イメージの因子分析

＊　父毅イメージの検討
＊ 考察

＊ 蓄わりに

2　結果

（1）各母親イメージの特徴を平均得点より検討

　　　　　　　　　　　　　　　　　（表2－1）
　＄ 0項目の平均得点の高し、・順に表に示した。
A 各母親イメージの平均得点』

（将来の母親イメージ〕

、母親イメ 一ジの平均得点は3ゆ㌘ε1に分布しており、

それはrややそう思わない～ややそう思う」の回答で

あり》平均得点の上からほ母親イメニジが明確に捉え

られて（1・ない傾向がある。

＊rややそう思う」という傾向を示す得点　4．5以上

　　は14項目。平均得点順では｛共題的5，1＞く恵

　　いやりのある・感情表現の豊かな・現実的な・世

　話をする・好奇心旺盛な5． 0＞等。

＊「ややそう思わない」という傾向を示す得点3．4．以

　下は1項目でく支配的3．0＞である。

　対象の未婚女性参将来なるであろうと描く毎親イメ

ージの特徴は、強いて言えば〈共感的で思6やりがあ

り～かつ感情表現が豊かで好奇心があり、現実的に物

事をとらえ、世話をする〉傾向があるといえよう。ま

た、情緒に関する項目の得点が比較的高い。

［志向する母親イメージ］

　得点の分布は2，6［6．3で、「かなりそうは思わな

い」からrかなりそう思う」ま での範囲である。志向

する母親イメージは明確に描かれている。、

　＊「か苓りそう思う」という傾向を示す得点5．5以

　　上は11項目。平均得点順では、く視野が広い

　　巳3＞く思いやりのあるa2＞く、蹄表現磯
　　かな5．9＞＜穏やかな・包み込む♂う なで共感

　　的5，8＞く頼もレい 5。7＞く家族壱宰える・素

　　直な5．6＞く決断力のある与5＞等である。

　＊rそうは思わない」傾向を示す得点3・4以下は2

　項目で、く自己本位な2．6＞〈依存的な3，1＞の

　項目である。

　将来、志向する母親イメージの特徴は、ヒ視野を広

く持ち決断力があり頼もしく、そして思いやりξ素直

さがある母親で、感情表現が豊かで好奇心もある＞傾

向といえよう。　　　　　　　　　　 　、．

　（志向像）が（将来像〉と異なるの1嵐意志をもら

て行動する母親イメージがあるこ とである。

［社会が期待する母親イメージ］

　得点の分布はa6～a2で「かなりそうは思わない」

から「かなりそう思う」までの範囲である。社会が期

待する母親イメージは明確に描かれている。

　＊「かなりそう思う」という傾向を示す得点5．5以

　　上は11項目。　平均得点順では、＜思いやりの

　　ある6．2＞く世話をする5．9＞‘駕み込むタうな

　5．9＞く耐えることができる5．9＞く社会の常識崇

　重視する5．9＞。

　＊rそうは思わ参い」傾向を示す響点2，4以下は2

　項目で、＜自己本位な2．6＞ く支配的な 3．0＞の

　項目である。
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　社会が期待する母親イメージの特徴は、く社会の常

．識を重視しながら献身性と忍耐を持ち、そ して思いや

・りをもって世話をする＞傾向がある。

B　各母親イメージの平均値の比較

（将来像）と（志向像）及び（期待像）間のそれぞれ

の項目の平均値の差の検定（t検定）を行った。

　その結果、これら3っの母親像間で1％または5％

で有意差が認められた項目を次に示す。

＊〔世話・耐える・献身的・待つ1の項目の平均得点

　　は、1％または5％の有意差をもって将来像より

　　も志向像が、志向像よりも期待像が、当然将来像

　　よりも期待像の方の平均得点が高かった。これを

　　不等号で表すと以下のようになる。（なお、特記

　　のない項目は全て1％の有意差が認められた〉、

　　　　将来像く志向像く期待像

　　　　　なお、［世話］の将来像と志向像、そして

　　　　　〔待つ〕の志向像と期待像は5％有意差で

　　　　　あり、これ以外は全て1％有意差である。

＊〔共感・思いやり‘穏やか・家族を支える〕は、

　　　　将来像く志向像・期待像

率［社会の常識を重んじる・現実的］はい

　　　　将来像・志向像く期待像

＊［好奇心旺盛な・包み込む〕は、．

　　　　期待像く将来像く志向像

　　　　　　　なお、〈包み込む＞の志向像と期待像

　　　　　　　は5％有意、これ以外は全て1％有意

来 ［頼もしい・視野が広い・決断力・感情豊かな・素

　　直］は、

　　　　 将来像く期待像く志向像

＊［支配性］は、

　　　　志向像く将来像・期待像．

＊ 』［自己本位な］は、

　　　　・志向像・期待像く将来像

　未婚女性が自分が将来なるであろう、あるいはなりた

いと志向する母親イメージと、社会が期待している母

親イメージとを比較すると、前者の未婚女性はく社会

の常識をそれほど重視せず好奇心旺盛＞なところがあ
る。・

　総合して見ると、未婚女性が自分自身のイメージと

して将来像や吉向像に描く母親像は・＜やさしく世詣

をする母親であるが・しかし社会の常識にとらわれる

ことは少なく、自分の価値観や生活観にそって物事を

処 していく傾向がある。また・理想の母親像と しては

視野の広さや決断力のある頼もしい面も持った母親イ

メージ＞を描いていると推察できよう。

（2）各母親イメージ間の相関

　各母親イメージ間の相関を（表2－2）に示す。

各母親イメージ間の相関は高い傾向がある。　（志

向像）と（期待像）との相関は0178である。前調査D

では（志向像〉と（期待像）の間のみ相関が認められ

0．94であった。

　各母親イメージの平均得点でに各々の母親イメージ

間の差異もあり、各々の特徴が認められたoだが、各

母親イメージ間の相関が高く類似性もある。

　これは」各母親イメージで［世話等の養育性］や

［思いやり・穏やかなどの情緒性］などの項目が上位

に占めているこξや、平均得点の傾向が類似している

ことによるものと考えられる。

　（将来像）と（志向像）の特徴に差異が認められた

が、相関係数は0．66ある。これについては次の様に考

える。

　自分の将来像を描く場合には、自分が不得手するこ

とや価値観の異なることを敢えて選択しないよう に、

社会の常識は余り重んじないとか好奇心旺盛である傾

向等が両者に共通している。ことが、相関係数の高さに

影響を与えているのではないだろうか。

　（志向像）と（期待像）の相関係数は0，78である。

これは、多くの項目で両者ともに平均得点が（将来像）

よりも高い傾向があること。また、 世譜等の［養育性〕

・共感等の〔情緒性］・決断力等の〔意志・行動性〕

等では何れも両者の得点は高い傾向があると考える。

　この相関係数の高さ等を分析し、母親イメ。一ジ間の

類似性と差異の特徴を明かにする目的で因子分析を行

ったので次に示す。

（3）各母親イメージの因子分析（表2－3》

A　将来の母親イメージ

　下記の3つの因子が抽出された。

　＊第1因子は献身的・世話・耐える・待つ等という

　［自己犠牲的養育性］である。

　＊第2因子は素直・しなやか・穏やか・純粋・包み

　 込む・思いやりという［包容的情緒性〕である。

　零第3因子は決断力・頼もしい咳指導力のある・依

　　存的ではないという［意志的行動性〕である。

　続いて寄与率が低いので表には示さなかったが、 第

　4因子としては厳格・支配的等の［規範性］が、第

　5因子としては好奇心旺盛・感情表現の豊かなとい

　う〔明朗な情緒性〕が認められた。
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B　志向する母親イメージ

　下記の3つの因子が抽出された。

　＊第1因子は論理的・決断力・指灘力・現実的な・

　　頼もしいという［意志的行動性］である。

　＊第2因子は献身的・世話・従順なという〔献身的

　　養育性〕である。

　＊第3因子は純粋・しなやか・素直な・包み込むと

　　いう［包容的情緒性］であ1る。

C　社会が期待する母親イメージ

　下記の3つの因子が抽出された。

　＊第1因子は耐える・世話・献身的・従順・待つ・

　　思いやり・穏やか・共感的等で［温和な情緒性＋

　　献身的養育性〕である。

　＊第2因子は感情表現豊かな・視野が広い・好奇心

　　旺盛・決断力・頼もしい・客観的・指導力という

　　〔明朗な情緒性＋意志的行動性〕であるQ

　＊第3因子は純粋・しなやか・素直・包み込むとい

　　う［包容的情緒性⊃である。

D　3っの母親イメージの比較

　3つの母親イメージの因子分析を、相互に比較検討

した。

①将来像と期待像の類似性と差異

　将来像と期待像の1因子に［自己犠牲的養育性］が
抽出された。 また、・（期待像）の第1因子には（将来

像）の第2因子に含まれている温和な情緒性が含まれ

ていることより、この二つの母親イメージには類似性

がある。

　しかし、（期待像）の第2因子には［明朗な情緒性

＋意志的行動性〕が認められているが、（将来像）で

は第3因子と第5因子である。（期待像）の母親像に

行動性と情緒性の要素をイメージしているといえよう。

この点が（将来像）との違いである。

　②　志向像の特徴

　（志向像）の第1因子［意志的行動因子］は、（将来

像）では第3因子、（期待像）では第2因子。（将来

像）の第1・第2因子は、（志向像）では第2・第3

因子である。

　（志向像）では、従来男性的な要素と考えれてきた

意志的行動性が第1因子であり、養育性や情緒性はそ

れに次ぐ因子である。これは他の（将来像）や（期待

像〉の母親イメージとは異なる所である。

③志向像と期待像の類似性

　（志向像ン・ 「（期待像）においては［意志的行動性⊃

が（将来像）のそれよりも重みづけをもって母親イメ

ージとして位置付けられており、この点が類似してい

る。このことは、対象が学生であり実際の社会生活や

子育てや家庭生活の主な担い手としての経験がないの

で、自分自身に意志的行動性があるかどうか定かでは

ないことによると考える。

（4）父親イメージの検討

A　父親イメージの平均得点
　あなたが望む父親イメージの各項目の平均得点の分

布は2，7～6，5で、　［かなりそうは思わない～非常に

そう思う」の間でありイメージが比較的明確である。

　rかなりそう思う」という傾向を示す得点5．5以上

は13項目。平均得点順では、く家族を支える6．5＞

＜視野の広い6．5＞く決断力のある6．5＞＜頼もしい

6．5＞く思いやりのある6．4＞く包み込む6．2＞〈指導

力6，0＞等である。

　「そうは思わない」傾向を示す得点3．4以下は3項

目で〈支配的3．1＞　＜依存的3，0＞く自己本位な2．

7＞である。

　未婚の女性が描く将来の夫に望む父親イメージは、

く視野が広く決断力や指導性があり、家族を支える頼

もしさのある父親である。そして包容力があり快活で

明朗な父親イメージ＞を持っているといえよう。

B　因子分析の結果

　第1因子としては、純粋な・耐える・待つ・素直等

の項目からなる［温和な情緒性＋自己犠牲的養育性］

が抽出された。

　第2因子としては〔包容な情緒性＋意志的行動性〕二、

第3因子としては〔非支配的性〕が抽出された。自

　第1因子に［温和な情緒性＋自己犠牲養育牲〕が抽

出されていることからも、父親にイメ」ジされるもの

は、社会が期待している母親イメージと類似している。

　自分が理想とする母親イメージではく・意志的行動性

を重要視しており、父親には従来から母親的要素とい

われている役割を期待している。

3　考 察

（1）母親イメージについて

A　母親イメージの特徴

　各母親イメージに共通して抽出された因子は、＜情

緒性＞〈行動性＞く養育性＞と命名される因子である。

各母親イメージによってその因子の性質は若干異なる

が、これらの3つの因子は母親イメージの中核をなす

因子と考えられる。

　対象の未婚の女性が自分自身の母親イメージとして

将像や来志向像として描く母親像は、〔やさしく世話
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をする母親である。だが、社会の常識にとらわれるこ

とが少なく、好奇心が旺盛である〕傾向がある。社会

の常識にとらわれたくない・好奇心旺盛な所が（社会

が期待する母親像）と異なることである。

B　各母親像の特徴

①（将来像）では：

　自己犠牲的養育性・包容的情緒性・意志的行動性の

　因子が抽出され、どちらかと言うと［優しいタイプ

　の母親〕イメージである。

　〈期待像）との共通性があり、第1因子に自己犠牲

　的な養育性がある。

　　対象の未婚の女性は、母親になるとしたら社会が

　期待している母親像のように（現在、世間に容認さ

　れる母親像）く自己犠牲的養育態度で世話をする母

　親になるだろうと思っている傾向がある。

②（志向像）では：

　　意志的行動性・献身的養育性・包容的情緒性の因

　子が抽出され、決断性と指導性があり子どもをリー

　ドする母親で、．［キャリアウーマ ンタイプの母親］

　イメージがある。

　　このように（志向像）ではリーダーシップ性を持

　ち、どちらかと言うとく待つ・耐える＞等の自己犠

　牲的な養育性の部分は継承しないが包容的な気持ち

　で世話をする母親イメージがある。

　　他の2つの母親像と比較すると、母親イメージの

　中核的要素が異なるといえよう。

　　志向像では［論理的で決断力のある指導的な母親〕

　になりたいという傾向を示している。将来自分がな

　るであろう母親像とは異なり・母親になる時には意

　識の上で相当のギャップがあるのではないだろうか。

　この様に意識にギャップがあることは、結婚観や子

　育て観にも何らかの影響を及ぼしているのではない

　だろうか。

　　未婚の女性が志向する母親像に描く主体的で意志

　的で行動力のある態度・行動は、母親としてばかり

　ではなく、人生おける理想とする態度・行動とも理

　解できよう。 もしそうであれば、志向する人生の態

《度・行動が母親になっても充分発揮できない、ある

　いは選択することが社会的に好まれないとしたなら

　ば、母親になった時のストレスは大きいのではない

だろうか。

③（期待像）では：

　　・温和な情緒性＋自己犠牲的養育性・明朗な情緒性

唖意志的行動性・包容的情緒性の因子が抽出され、

　［しっかり者タイプの母親工イメージがある。

　　他の2つの母親の養育性は、世話をするイメテジ

　であるが、（期待像）では思いやりや共感性等の情

　緒的要紫のある養育性として抽出されている。

　　第2因子の意志的行動性にも感情表現が豊かなや

　好奇心のあるといった快活な明朗性をもったリーダ

　ーシップ性が見られる。　（志向像）において第1因

　子に抽出された意志的行動性では、この様な情緒性

　を伴った因子としては抽出されていない。

　　このことは前述もしたが、社会が期待している母

　親像を描く時には机上論ではなく、現実の母親達の

　態度・行動をreahtyを持ってイメージしているこ

　とによるものではないだろうか。

C　3つの母親イメージの類似性と差異について

①（期待像）と（将来像）の母親イメージに描かれる

　養育性には［自己犠牲的〕要素があり、この点が類

　似している。対象の未婚女性の母親イメージには、

　伝統的な母親像があるといえよう。

②（志向像）の母親イ メージには、従来の伝統的な犠

　牲的に養育をする母親像というよりは意志的に行動

　でき、そして養育をする母親像がある。将来自分が

　なるであろう母親像と理想し志向する母親像とのイ

　メージにギャップがある。

（2）　父性イメージについて

　第1因子には［温和な情緒性＋自己犠牲的養育性］

が抽出されており・父親にイメージされていることは

社会が期待する母親イメrジと類似している。対象の

未婚女性は、自分が理想とする母親イメージでは意志

的行動性を重要視しており・父親イメージには従来か

ら母親的要素といわれている養育性等の役割を期待し

ている。このことに？いて次にように考察した。

　第1に、対象の未婚女性が育った社会的背景の特徴

がある。それは、日本経済の高度成長により多くの父

親達には企業戦士的労働実情があり、父親の家庭不在、

単身赴任等があったQ子ども達は、その生育史におい

て家庭おける父親の役割や存在の意味を内在化するこ

とができにくい社会的及び家庭的状況が少なからずあ

ったと理解される。

　また、対象の未婚女性が母親像の第1因子に世謡を

する［養育性〕をイメージしていることは、対象の母

親達の約7割が常鋤職にっいたことがなく主婦であっ

たことが、母親メージを比較的明確に描くことができ

たのではないだろうか。

　第2に、女性の高学歴や職業生活等により、 女性は

社会生活に生き甲斐や価値を見いだしてきている。経
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済的に位置づけられないshadow　workである家事や育

児に関して、女性の自分が全ての責任をもつ必要がな

い、また全てを担う必要もないという価値観を持つ女

性が少なくはないこと等も対象の未婚女性の価値観に

影響を与えているのではないだろうか。

　第3には、家庭において女性がイニシアチブを持ち

たい・あるいは夫・父親は温和で耐えて世話をしてく

れればよいという考え方があるのであろうか。第1の

ことと関連するのだが、父親不在の家庭にあって家庭

生活全般をマネージしていた自分達の母親達の状況も

未婚女性の考え方に影響を与えているのではないだろ

うか。

　何れにしても、未婚の女性は将来の夫の父親役割と

して、く耐える・世話をする＞など伝統的な母親役割

を求めている傾向がある。また、理想とする自分の母

像ではく決断性・指導性＞を重視しており、従来から

言われている親の役割や特性とは異なる考えや意識が

あると言えるのではないだろうか。

（3） 他の調査との比較

A　前調査結果ロ）との比較

　いくっかの類似性と差異が認められたので報告する。

①前調査では幼児を持つ母親に対してく現在あなたは

　母親としてはどんな母親か＞と質問した。前調査で

　も平均得点が他と比較して低い傾向があり、母親イ

　メージが鮮明ではなかった。1

　　また｛平均値順位においてもく現実的5．3＞く感

　情表現の豊かな4。9＞く思いやりのある4．7＞＜共

　感的生7＞である。前調査の「ややそう思う」傾向

　を示す10項目内に、今調査のややそう思う傾向を

　示す上位7項目が含まれており、前調査と今調査の

　結果に類似した傾向が示された。

　　今回の調査対象の未婚女性の母親イメージには、

　現在子育て中の母親達 （30～40歳台〉が描く母親イ

　メージと類似した傾向があるといえよう 。

②因子分析の結果の比較（表2－4．）

　　今調査及び前調査では質問項目及び配列ともに同

　じである。前調査結果では他の因子名を与えたが、

　今調査と類似性が見られた因子に関しては今調査の

　因子名で命名し直して比較をした。

以上の結果について次のように考察した。

＊前調査では対象が賎に幼児を持つ母親であるが、現

在自分がどのような母親であるかということにっい

　ては・第1因子が［包容的情緒性］であり・第、2因

　子が〔自己犠牲的養育性1であった。子どもを持っ

　母にとって世話をすることは日常的なことなので養

　育性に関することを特に意識するというよりは、母

　親としての態度を意識的に問い直す場合には情緒性

　の方がより重みをもってイメージされるのではない

　だろうか。他方、未婚女性が母親をイメージする際

　に、まず世話をすること〔養育性〕を重視している

　ことは興味深い。

　　平均値の特徴でも比較したが、未婚の女性も現在

　子育てをしている30代の母親達も・母親としての

　自分をイメージする時、包容性をもって世話をする

　母親像であり、両者ともどちらかと言うと「優しい

　タイプの母親］イメージしていると考えられる。

＊（志向像）では、今調査及び前調査においても自己

　犠牲的養育性ではなく献身的養育性が抽出されたこ

　とが類似している。

　しかし、第1因子は今調査では［意志的行動性］で

　あり、前調査では［包容的情緒性＋献身的養育性］

　である。このように未婚女性の方がより意志的行動

　性がある母親を志向しているといえよう。

＊（期待像）では二つの調査結果が同じ傾向を示し、・

　第1因子及び第2因子とも同じであり、社会が期待

　する母親像は温和で良く世話をし、かつ快活ぞ指導

　性のある母親像で、両者ともに［しっかり者タイプ

　の母親〕のイメージを持．っている。

B　その他
　蘭6）7）は、1988年に女子大生を対象に自分の母親に

対する母親イメージと自分自身が理想とする母親イメ

ージについて調査した。我々の調査とはその内容は異

なるが、興味深い因子分析の結果が示されている。

　この研究によると、自分の母親と理想の母親の両方

に存在する共通イメージは、〈献身的で包容力があり

安定したもの＞である。自分の母親イメージにはく苦

労性＞を見ているが、理想の母親像では苦労性は抽出

されていない。理想の母親像には母親の基本的部分を

継承し、かつく可愛い・暖かい・明るい等＞という自

分にプラスになるイメージを加味していると報告6 ま

た、蘭はくたくましい・強い・安定じた要素＞をグレ

ートマザー型母親像としており、この因子は自分の母

親にも理想の母親像にも抽出されている。

　調査を実施した年代が異なるが、我々の結果と類似

した傾向が示されていると考える。それは、一自己犠牲

的なあるいは苦労性の母親の部分はカットされゴ論理

的でたくましくそして優しい母親像が、現代の女性に

望まれていることである。
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4　おわりに

＊未婚女性を対象に、親の役割に対する態度・行動の

　要因を形成すると考えられる母親イメージと父親に

　望む父親イメージを検討したQ

＊母親イメージより〔養育性〕 ・〔情緒性〕・［行動

　性］の因子が抽出された。これらの因子は前調査に

　おいて乳幼児を持つ母親の母親イメ 一ジからも抽出

　されたごとからも、これら3つの［養育性］、㌧［情

　緒性〕・［行動性〕の因子は、母親イ1メージの中核

　的要素と考えてもよいのではないだろうか。

＊将来自分がなるであろう母親イメージは、［優しいr

　タイプの母親〕、社会が期待している母親イメージ

　は〔しっかり者タイプの母親〕で、どちらにもやや

　自己犠牲的な養育性をもって世話をする伝統的な母

　親像がイメージされている。

　そして、志向する母親イメージは、論理的で決断力

　と指導性のあるイメージで［キャリァウーマンタイ

　プの母親］をイメージしている。

＊将来の伴侶虻望む父親イメージにも、養育性・情緒

　性・行動性Φ因子が認め．られた。

　未婚の女性は将来の夫の父親役割として、＜耐える

　・世話をする＞など伝統的な母親役割を求めている

　傾向がある。

＊対象の未婚女性がイメージする親としての態度・行

　動には、 〔温和で包容的な気持ちを大切にして子ど

　もの養育〕をしていきたいというところがある。こ

　れは母親像にも父親像にも求めているイメージであ

　るo
＊調査皿一1の［女性の生き方〕の結果では、自分が

　実際になるであろう生き方はく結婚をして子どもが

　成長したあとで再度仕事をする＞といういわゆるM

　字型のライフプランである。しかし、理想の生き方

　はく仕事を続けた聾 ・＞とかく子どもの存在にに関係

　なく自由に人生を考えたい＞等と、ライフプランは

　様々である。

　こめように実際よりも理想とする生き方には、主体

　的に行動したい願望がみられる。まさに、理想とし

　志向する母親像に描かれた〈主体的に意志をもって

　行動する＞要素は、未婚女性の人生全般において実

　現したい という願望として理解できよう。

寧また、皿一1で述べたように、対象女性の結婚観は

　〔理想的な相手が見っかれぱ結婚するつもり留幻

　でありヌ珪憩の条件を満たす相手に出会うことを大

　切にし七いることが分かった。結婚相手の理想条件

　については今回調査をしていなかったが、家庭生活

　観や役割に対する考え方等が自分と近いこと等も結

　婚相手の条件に入るのではないだろうか。もしそう

　であるとしたならば、未婚の女性は子どもの養育に

　閲する；とや父親の役割等の考え方に関しても 、男

　性に［養育的〕な態度があることを理想≧して望ん

　でいるといえよう。

r＊晩婚の傾向あることは皿一1で示唆された5しかし、

　結婚に関してモラトリアム的な考えをする傾向があ

　っても、養育性のある親性は認められた。

　　そこで次年度は、皿一1における結婚観やライフ

　プランめ違い等と皿r2の母親イメージの傾向等に

　ついてさらに検討を行なう。
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6）蘭香代子：1989「母親モラトリアムの時代」」ヒ

　　大路轡房

7）蘭香代子l　Ig96「母親はどう育つか一母親イメr

　　ジの形成と母親役割のリアリィティー」，児童心

　　理，658，17－25・

8〉青木まり：1986「母性意識から見た母親の特徴」，

　　心理学研究， 57，207－213

　　11，147－153

IV　結語

　晩婚と将来の子どもを産み・育てることとの閲連牽

知るために、若い女性の結婚観と将来の母親としての

自己像を調査した。次回は、調査対象をさらに広げる

と共に、結婚観と母親観の関連を分析する予定であるQ
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表一1一1

　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要　第32集

中学以降男女共学か別学か（下段は％）　　表講一4　結婚に関する考え

中学校 高校
短大・

学
その他 入数 ％

結婚するつもりの相手がいるが、条

や環境が整わないので時期を待っ

いる

45 8．1男女共学
420

77．2

339

62．3

168

30．9

5　0．9

男女別学
65

11．9

145

26．7

358

65．8

6　工．1 現在相手はいないがζある稗度の年

で1謡婚するつもり
i納 1・無9”

その他
20．4 81．5 18

3．3

］L　O．2 職灘翻灘覇響
無回答

67

12．1

62

11．2

10

　1．8

532

97．8

一生結婚するつもりはない 4 0．4

その他 9 1．6

計
544

100．0

544

100．0

与44

100。0

544

100，0

無回答 8 1．4

合計 554
100．0

表一1－2　現在誰と暮らしているか

人数 ％

一人で

蕪灘撚
93

17．1

寮生活 33
6．1

兄弟姉妹だけで 14 2．6

家族以外の同性の人と 1 0．2

親戚の家族と 5 0．9

その他 6 1．1

無回答 6 1．1

合計 554
100．O

表一1」3 育った家族の構成

表一1－5結婚したい輩

　24歳までに

　30～34歳頃に
　40歳頃までに
　年齢は関係ない

　結婚するつもりはない

　その他

　無回答

　合計

表一1－6　結婚相手の年齢の希望

人数

90

28

1
62

4
7
6

554

　％

　16．2

蕪灘蒙

　5．1

　0．2

　11．2

　α7
1．3

　1．1

106．0

件数 ％ 人数、 ％

萎1灘欝懸 自分より歳ぐらい年下がよい 12　r 2．2

三世代家族 135
24．4 懸灘馨 嚢、灘襲

母子 6 1．1 自分と同年齢くらいがよい 119　　■ 21ポ5
母子と御父や祖母 3 0．5 年翻尊だわ廉い 工93』：1 3緬
父子 1 0．1 結婚するつもりはない 3 』r

．5”

その他 14 2．5 その他 13 23

無回答 6 1．1 無回答 6・ 1．1

合計 554
100．0 合計 554

100．0
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表一餐7　友人の多くが結婚し自分だけ結婚し
ていない場合、どのように感じる と思うか

人数 ％

人は人と考えているので、何も感

ないと思う』
103 18．6

・糠慧』 　　　　§ 軟

襯．ヤ．、、』、諒　　聴ド．㌔ 、鍵1
羅、i灘灘灘

16．2あせりを感じると思う 90

かなりあせりを感じて、出来れば

ぐにでも結婚したいと思う
23 4．2

その他 13 2．3

無回答 6 1．1

合計
554

100．0

＊「あせりを感じる」合計423 （78％）

表一1－8　30歳になって結婚相手が決まってい
ない場合、結婚に対する周りのプレッシャーが高
まったらどうすると思うか

人数 ％

結婚年齢にはこだわらないので、動

しないだろう
32 5．8

灘…N・ 卜簿、講、 呂

一溢、＾．、、…難欝

欝i’

：

』““ 灘憲

結婚相手をみつけるための具体的行

を起こすだろう
120 2工．7

理想と多少達っても、妥協して結婚

ること碧考えるだろう
24 4．3

緕婚するつもりはないので、動揺し

いだろう
6 1．1

結婚するつもりはないが、多少動揺

るだろう
24 4．3

その他 6 1．1

無回答 7 1．3

r合計 554
10α0
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表一1－9　女性の生き方のタイブ
A欄：現実と切り離し、あなたの理想とする人生のタイプ

B欄：あなたが実際になりそうな人生のタイブ

A：理想 B：実際』

人数 ％ 人数 ％

1　結婚も仕事もしないで、自由に生きたい 29
5．2 5 0．9

2　結婚をせず、仕事を一生続ける ユ0 1．8 30 5．4

3　結婚はするが、子どもを持たずに、仕事を一生続

る
21 3．8 M 2．5

4　結婚はするが、子どもを持たず、また特に仕事も

ない
4 O．7 1 O．2

5’

次第で、自由に生きたい

結婚はする力好どもや櫛のことはその時の灘関
工37焦

7241 7』 80
14．4

6　結婚して子どもを持ち、仕事を一生続ける ユ1223： ［ t2／210 “ 50 9．0

慧難鱗灘鑛灘灘難 灘灘1

8　結婚して子どもを持つが、結婚あるいは子育てに

会に退職し、その後は仕事をしない 57　 10．3
101

1ε2’

9　その他 5 0．9 6 1．1』
．1

無回答 8 0．9 8　
r’

』1

合 計 554
10Q．O 554　 ．100．0』

生き方選択肢NO A： 理想 B： 実際1』

結婚
欝鐵灘灘灘撚

マ 幅』＾ ＿
X 、 聴 磁i

灘購i灘

結婚しない合計 1十2 39 7．O 35 』6甲3．・、

計 541
97．6 』540 ∴9715

子ども 難懸懸難羅
＝｝L

XNマ 　縞

灘撚羅
もたない、不明 1＋2＋3＋4 64

11．6
50

92　
その時次第 5 137

24．7
80 、1418．

計 541
99．7

540 97．4・

仕事

仕事一生 2＋3＋6 “壬5a’ 1 2字乙6＝∵ 94 17．0・

懸灘醗灘鑛繋灘 蕪繋灘 1．麟灘灘

中途退職 8 57
10．3

102
18．2

その時次第 5 郎3？ 『 含4ン 80
14．4

働かない 1十4 33 6．O 6 1．1

計 541
97．7

540
97．5
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iii［

実100
r際

の

　　80
生

き

　　60方

　　40

　　20、

　　　0

図1－1 生き方リタグく理軸擦際B＞

　A　　A　子A．A』がA　子A　育A職　A　A
建11箋珪鍵・ま論撫諜癒塞 呈
い建F 讐禦蹴甕魏
生　ず でて　け　のる仕て中粥　た

　　　　　　1理想φ生き方

團B9その他

皿B8結嫌たは雌で勲、聯

　主婦

目Bア雛し補てで仕榊断騨

　職

團B6結婚して子ども爵ち仕事一生

騨、曝婚す墾後1即時次第1

断4儲だけはする

臨聯しすど鋤で仕事』
　生

口B2結婚せず仕事一生

■白1自
由に生きたい

！Bl

B2
B3
84
B5
’Bl6

「B7

β8

B9

計

A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 計

　0

　2

t2

　0

　ナ

　4

11

　2

　1

0
2
2
0
1
2
3
0
0

1・

2
5
0
4
3

』5

1
0

0
0
0
0
0
0
2．

2
0

0
9
1
0

19

10
75

23

0

2
6
r1

0
24
14

62
12

1

2
8
3
1

20
13

62

50

2

0
0
0
0
5
4

38

9
1

0
1
0
0
0
0
1
2
1

　一5
30
14

　1

80

5σ

259

101

　6
29 10 21

4　　137　　122
161 57 5 546
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表一1－10　出生率の低下に関する考え （上段：実数、下段：％）

1．非常に

う思う

2．そう思 3．少しそ

思う

4．そうは

わない
無回答 合計

1　非婚・晩婚によって出生率が下がると、日本
労働力が低下して、経済に悪影響を及ぼす

32

．8

123

2．2

§罵
》”』＝ 』＝』冥

睦 114

0．6

81．4 554

00．0
2　結婚は個人の自由な選択によるものだから、

や社会がロを出すべきではない

203

6．6

83

5．0

18

．2

81．4 554

00．0
3　日本の人口が減っても、世界的規模で見れば

しろ増えているので、問題ではない

14

．5

71

2．8

145

6．2

：i呂： 忠 ”■障 ”＝艸 覗 藁

91．6 554

00．0

4　日本は土地が狭いので、人ロは減った方がよ 12

．2

52

9．4

184

3．2
陣 r■ へ

卜

81．4 554

00．0、

5　出生率が下がると、老齢人ロを支えられなく
る

i　’灘

　　阿

133r30．6 46

0．6

16

．7

0 434

00．0

表一1－11　非婚・晩婚が増えた理由に関する考え （上段：実数、下段：％）

1．非常に

う思う

2．そう思 3．少しそ

思う

4．そうは

わない
無回答 合計

1　男性と女性それぞれの結婚相手に対する要求

ミスマッチのためである

45

．正

194

5．0

182

2．9

125

2．6

81．4 554

00．0

2　異性と知り合うチャンスやゆとりが少ないか
である

34

．1

128

3．1

170

0．7

214

8．6

81．4 554

00．0

3　対人関係が苦手な若者がふえたせいである
30

．4

99

7．9

148

6．7

269

8．6

81．4 554

00．0

4　男性が性格的に弱くなったからである
43

．8

115

0．81

182

32．9

207

37．4

71．3 554

00．0

5　マザコン、ファザコンの若者がふえたからで
る

356．3 117

1．1

1兜

4．7

203

36．6

71．3 554

00．0

6　女性の高学歴化や、女性に経済力がついたか

である

213

8．5

236

2．6

69

2．5

27

．9

91．6 554

00．0

7　結婚しなくても、セックスが自由にできるか
である

26

4．7

108

9．5

137

4．7

276

9．8

71．3 554

00．0

8　家事代行やコンビニの普及で一人でも生活し
いけるからである

27

．9

139

5．1

171

0．9

210

7．9

7、

．3

554

00．0

9　住宅や子育てなどの環境が整っていないから
ある

78

4．1

144

6．0

177

2．0

147

6．5

81．4 554

00．0

10親と一緒に暮らしていて不自由さを感じない
らである、

26

．0

116

6．7

146

3．6

146

3．6

00．0 434

00．0

11独身生活の方がレジャーを楽しめるからであ 84

9．4

177

0．8

135

1．1

38

』8

0
10．0

434

00．0

12　結婚しなくても特に非難されないからである
31

．1

145

3．4

147

3．9

111

5．6

　0〔0．0 434

100．0
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1
器

1

（表2－1）母親イメージの各平均値の順位

梅 将来の母親イメージ 平均値 Hα 志向する母親イメージ 平均値 醤α 社会が期待する母競イメージ 平均値 N巳 あなたが望む父栽イメージ 平均値

27
興感的 5．亘07

E7
視野が広い 6，291

22
思いやり のある 6，159 2 家族を支える 6，533

22
思いやりのある 5，04マ 22

思いやりのある 6，224
25r

世話をする 5，937 1了 視野が広い 6，495

正6 感情表貌の豊かな 5，025
16

感情表現の豊かな 5，927 4 包みこむような 5，937 8 決断力のある 6，487

3 現実的な 5，007
20

穏やかな 5，817
26 耐えることができる 5，869

23
頼もしい 6，嘆80

25
世話をする 4，998 4 包みこむような 5，769

12
社会の常識を重視する 5，856

22
思いやりのある 6，397

10
好奇心旺盛な 4，981

27
共感的 5，754

20
穏やかな 5，776 4 包みこむような 6，149

家族を支える

やかな

4，746

，670

23
頼もしい

族を支える

5，697

，623

13
献身的　。

族を支える

5，741

，739

30

7
指導力のある

感的

6．OL8

，838

15
待つことができる 4，659 1 索直な 5，600

27
共感的 5，692 夏6 感情表現の豊かな 5，779

1 素直な 4．63亘 8 決断力のある 5．54夏 亘7 視野が広い 5，676
10

好奇心旺盛な 5，773

4 包みこむような 4，576 隻0 好奇心旺盛な
5， 5夏0

15
待っことができる 5，498

20
穏やかな 5，695

26
耐えることができる 4，499

15
待つことができる 5，323

23
頼もしい 5，354 1 素直な 5，615

17
視野が広い 4，480

26
耐’えることができる 5，273

29
従順な 5，345

26
耐えることができる 5，486

12
社会の常識を重視する 4，469

25
世器をする

5， 137 1 素直な 5，316 3 現実的な 5，439

9 保護的 4，436 6 純粋な 5，夏42 3 現実的な 5，299
15

待つことができる 5，271

6 純粋な 4，357
30

指導力のある・ 4，990 5 しなやかな 5，292 6 純粋な 5，223

13
献身的 4，341

28
客観的 4，98r

16
感情表乳の豊かな 5，251

25
世器をする 5，137

28
客観的 4，327 5 しなやかな 4，927 8 決断力のある 5，140

28
客観的 5，103

夏4 自分の考えを持っ 4，312 3 現実的な 4，926 6 純粋な 5，夏37 9 保護的 5．076

23
頼もしい 4，244

13
献身的 4，653 9 保護的 5，137

12 社会の常識を垂筏する 4・693

19
合理的 4，211 9 保護的 4，500

28
客観的 4，809

13
献身的 4，685

18
依存的 4，065 置9 合理的 4，469

30
指導力のある 4，782

19
合理的　・ 4，677

8 決断力のある 3，929 夏2 社会の常識を重視する 4，364
19

合理的 4，742 亘1 論理的 4，576

30
詣尋力のある 3，921

14
自分の考えを通す 4．15互 【0 好奇心旺盛な 4，289

14 自分の考えを通す 4，461

29
従順な 3，795

11
繭理的 4，073 7 厳格な 4，285 5 しなやかな 4，382

n 論理的 3，698
29

従順な 3，800
11

論理的 4，255 了 厳格な 4，371

24
霞己本位な 3，656 7 厳格な 3，593

18
依存的 4，075

29
従順な・ 3，772

5 しなやかな 3，615
18

依存的 3，13亘 夏4 ．自分の考えを通す 3，517 2夏 支配的 3，12亘

7 厳格な 3，507
21

支配的 2，6夏0
21 支配的　一 3，009

18
依存的 2，972

21
支配的 3，058

24
自己本位な 2，552

24
自己本位な 2，576

24
自己本位な 2，695

＊7段階スケール（7．非常にそう思うr

＊漁一一項目の配列順序

6．かなりそう思う 57ややそう思う　4，どちらとも言えない　3．ややそう恩わない　2・かなりそう思わない　1・非常にそう思わない）

瞬
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（表2－2）　各母親イメージ間の相関

将来像 志向像 期待像

将来像 1．00 αβ6 0．63

志印像
LOo

0．78

期待像 1．00

（表2‘3）　〈母親イメージ〉一因子負荷量（Varimax回転後）

　〈将来の母親イメージ〉

第1因子 第2因子 第3因子
13献身的

5世話をする

6耐えることができる

5待つことができる

0．69922

．63938

．62132

．48442

1素直な

しなやかな

0穏やかな
純粋な

包みこむような

2思いやりのある

0．59925

．59817

．54902

．53803

．51558

．50096

8決断力のある

3頼もしい
0指導力のある

0・．58505

．58318

．49200

寄与率　　　　　　45．05％

積寄与率　　　　　45．05％

寄与率　　　　　26．21％

積寄与率　　　　71．25％

寄与率　　　　　　U．00％

積寄与率　　　　85．25％

自己犠牲的養育因子 包容的情緒因子 意志的行動因子
「　　4

〈志向する母親イメージ〉

第1因子 第2因子 第3因子
11論理的

決断力のある

0指導力のある
現実的な

3頼もしい

0．60940

．52644

．51178

．489U

．48U4

13献身的

5世話をする

9従順な

0．66025

．60850

．52470

6純粋な

しなやかな

素直な

包みこむような

0．63523

．59351

．51630

．51056

寄与率　　　　　　　50．97％

積寄与率　　　　　50．97％

寄与率　　　　　　22．44％

積寄与率　　　　73．42％

寄与率　　　　　　15．13％

累積寄与率　　　　88．55％

意志的行動因子 献身的養育因子 包容的情緒因子

74　一
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第1因子 第2因子 第3因子

26耐えることができる 0．74815 16感情表現の豊かな 0．66576 6純粋な 0．77237

25世話をする 0．71872 17視野が広い 0．63434 5しなやかな 0．71339

13献身的 0．63735 10好奇心旺盛な 0．57627 1素直な 0．55647

29従順な 0．61961 8決断力のある 0．49981 4包みこむような 0．45538

夏5待つことができる 0．61449 23頼もしい O．49054

22思いやりのある 0．59751 28客観的 0．47998

20穏やかな 0．56771． 30指導力のある 0．47084

27共感的 0．49706

寄与率 44．89％ 寄与率 3L27％ 寄与率 10．97鑑

累積寄与率 44．89％ 累積寄与率 76．16％ 累積寄与率　　　　87． 17％

温和な情緒性＋自己犠牲的養育因子 明朗な情緒性＋意志的行動因子 包容的情緒因子

〈社会が期待する母親イメージ＞

第1因子 第2因子 第3因子

6純粋な 0．6夏869 2家族を支える 0．69334 24自己本位な 0．70702

26耐えることができる 0．59236 8決断力のある 0．65720 18依存的 、0．69157

15待つことができる 0．57961 23頼もしい 0．64776 21．支醇的』 0．62169

1素直な 0．54388 30指導力のある 0．56574 29従順な 0．48246

20穏やかな 0．53861 22思いやりのある 0．53428

25世話をする 0．51473 17視野が広い 0．48344

5しなやかな 0．5σ253 4包みこむような 0．47036

L3献身的 0．49008

27共感的 0．48391

寄与率 49．69％ 寄与率 23．37光 寄与率 13．88％

累積寄与率 49．69％ 累積寄与率 73．05％ 累積寄与率 86．94％

温和な情緒性＋自己犠牲的養育因子 包容な情緒性＋意志的行動因子 非支配的因子

くあなたが望む父親イメージ〉

第4因子

11論理的

現実的な

8客観的

9合理的

0．63134

．60659

．56267

．47972

寄与率　　　　　　　1α0筋

積寄与率　　　　　96、93％

理性的因子
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（表2－4）

　　　　　　　　　　日本総合愛育研究所紀要　第32集

嗣子分析の結果の比較

今調査（未婚女性） 前調査ぐ既婚・魏の母親〉

＊将来像 ＊現在の自分自身
第1因子 自己犠牲的養育性 包容的情緒性

第2因子 包容的情緒性 自己犠牲的養育性

第3因子 意志的行動性 意志的行動性

＊志向像 今調査 前調査

第1因子 意志的行動性 包容的情緒＋献身的養育性

第2因子 献身的養育性 非支配性

第3歯子 包容的情緒性 意志的行動性

＊期待像 今調査 前調査

第1因子 温和な情緒性＋自己犠牲的養育性
温和な情緒性＋自己犠牲的養育性

第2因子 明朗な情緒性＋意志的行動性 明朗な情緒性＋意志的行動性

　　　　第3因子 包容的情緒性 非支配性
・自己本位 （一〉

・支配的　（一）

・依存的　（一〉
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